
〇 実施日 令和４年１０月２７日（木）
〇 授業者：綾町立綾中学校 笹本憲佑
〇 校種：中学校 学年：第３学年 教科：社会 内閣（規制緩和）
〇 本時の目標
規制緩和をタクシーの利用者と運転手の２つの視点から捉え、タクシーの規制緩和をすべきか自分の考
えを表現することができる。 （思考・判断・表現）

アンケート集計期間 令和４年１１月２５日（金）～１２月２６日（月）まで

ＹｏｕＴｕｂｅ動画視聴回数
（令和４年１２月２６日まで）

１１２回

アンケート回答者割合

① （ＩＣＴ活用に関して）児童・生徒の意欲を
高めるために効果的な活用であったか。

② （ＩＣＴ活用に関して） 児童・生徒の理解を
高めるために効果的な活用であったか。

③ （ＩＣＴ活用に関して） 児童・生徒の表現
や技能を高めるために効果的な活用であったか。

④ （ＩＣＴ活用に関して） 児童・生徒の思考を
広めたり深めたりするために効果的な活用で
あったか。

〇 今回の授業を見られて、ＩＣＴの「効果的な活用」についてご意見・ご感想等をご記入ください。
発表内容を大きなテレビに映すことで、全員に分かりやすく伝わる。
・ まずはじめに、笹本先生が普段から熱心に教材研究をされており生徒たちが授業を楽しみながら受けている様子が伝
わってきました。
・ 色分けされた付箋機能によって、ねらいである他者の意見の効率的な理解や協議したり表現したりするための時間確保
につながっていると思います。
・ 私ならば、導入のタクシー台数の資料を提示する際に、増減が見られる箇所隠して提示し、生徒が「どうなるのか
な？」「なぜ減ったのかな？」など主体的な思考になるようにします。
付箋を使ってICTを効果的に活用し、生徒の考えを深めていたと思う。
生徒が自分の意見をまとめ、それを基に話し合い活動が活発に行われており、主体的な学習になっていると思った。とて
も勉強になり、自分自身の授業改善にも繫げられるといいと思います。
机の上に置いてあるものがタブレットとワークシートだけですっきりしていて、日常的にタブレットの使用に慣れている
ことが感じられる。タブレットの活用の面では、グループ内での意見の集約という点では、実際に模造紙に付箋を貼ること
と比較して大きなメリットは感じられませんでした。クラス全員の意見が自分のタブレットで把握できると活用の効果が大
きいと思います。１時間の授業内容の点ではもう少し「深まり」がほしいと感じます。最終的に、どのような状況の時に規
制をかけるか、または緩和するかを考えさせ、その発表の内容を全体で共有できるとよいと思います。今後も、「タブレッ
トを活用して学びを深める」ことに挑戦してください。



（回答されたアンケートをそのまま掲載しております。）

本市ではグーグルフォーエデュケーションを使用していますが、ジャストシステムのスマイルネクストでは、生徒の発表
の際、付せんに書いた自分の意見を拡大してわかりやすく示せる利点がありました。
様々な意見を効果的に見せて、それを基に議論するにはとても効果的だと感じた。
導入で資料を提示する際に、全面モニターかそれぞれの端末か、どちらがいいか悩むことがあります。学びの動機づけに
むけた「共有」という視点からこの授業のようにモニターのほうが効果的だと思いました。貴重な授業をありがとうござい
ました。
スマイルネクストというアプリをうまく使われているなと感心しました。ICTの良さである共同編集や意見共有が有効に
使われていました。立場によって色分けするところも工夫されていて良かったです。
最初のタクシーの台数の経年変化のところで、いつで何が起こったのかを調べさせたり、予想を書かせて集計したり、なぜ
規制によって増減が起こったのかなど、ICTを活用することで興味関心を高めたり、思考を深めたりすることにつながりそ
うです。「調べる」「集約」「書き込み」「動画」「アンケート」「撮影」「録画」などICTだからこそできることをどん
どん授業に組み込んで深い学びにつなげて下さい。
視点①授業動画で生徒が意欲的に端末利用して付箋記入を行っている様子が見られました。効果的活用であったと思います。
視点④本時の目標達成に関わる「タクシーの規制緩和をすべきか否か」について考え判断する時間を十分にとることができ
ていないように見えました。導入部～展開前段の内容を精選できると更に良いと思いました。動画視聴で把握可能な範囲で
は、次のような精選案を考えました。
〇前時の復習を本時の展開に必要なものだけに絞る。
〇個人で付箋にまとめる活動前の説明時間を減らす(立場と色分けを板書していたが、プレゼン資料を事前に教師が作成して
おいて提示する)。
参考になる部分があると嬉しいです。笹本先生が自らの授業を公開する挑戦をしていただいたおかげで、ＩＣＴ活用授業
について考える機会をいただきました。ありがとうございました。
模造紙や付箋を端末で行うことで、授業準備の時間が少なくなり、回数等も増えていくと思います。自分の意見のアウト
プットと友達からのインプットを行う機会が増えるのは、生徒にとってとても貴重な経験となると思います。ぜひ、引き続
き主体的・対話的な授業の実践をされてください。
始めにグラフをテレビに表示し、児童の興味を高めていたと思う。
２×２の表などに考えたことをまとめ，発表する際に付箋機能が効果的であると感じました。 また，その際にルールや
フォーマットを設定することが大切であると理解できました。 事後評価にどのように活用されるかについても関心がありま
す。

〇 その他
グラフなどを投影機で見せることが出来、非常に説明がスムーズに出来ていた。ICTが自然に使われているという印象で
した。
主体的・対話的で深い学びを実現させるには、教師はわ・さ・びを意識した授業づくりに取り組むべきと本市の児玉教育
長がおっしゃっています。わ＝脇役に徹する さ＝先を読む び＝（生徒の）微細な変化に気づく
教授型の授業を受けて育ってきた我々教師ですが、ファシリテーター（進行役）としての授業づくりに徹していかねばな
らないのがＩＣＴを活用した授業だということになります。
生徒からの発言を引き出すというより、先生がすべて話している（ねらいを達成するために誘導している）ような授業に
も感じました。どうすれば生徒主体の授業が作れて、しかも、板書もおろそかにならない授業になるのか、新しい課題がつ
きつけられている気がします。タブレット＝デジタル と 板書＝アナログの ベストミックスを実現するにはどのような
手立てや時間配分、ファシリテートが理想とされるでしょうか？研修センターの先生方へご質問させていただきます。ご教
示いただければ幸甚です。
振り返りでは、きちんと紙に書き残すことで、理解を深めることができたと思う。
ICTを利用した素晴らしい授業を見せていただきました。ありがとうございました。社会科として…、今回の授業の対立
図式は、「タクシー会社」対「消費者」でしたが、規制緩和自体のメリットとデメリットという軸で考えさせてもよいかと
思いました。メリットとしては国の行政が行っている管理や点検が少なくなり税を安くすることができること（行政改革に
よる国民の負担減）や規制緩和により市場経済の競争を誘発すること（今回のタクシー業者の規制緩和は経済の活性化策の
部分に当たるのではないでしょうか…？）、デメリットとしては、国の行政が行っている管理や点検が少なくなったことで、
事件・事故が多発しているという事実が今もなお多発しているということです。（以前あった事件では「耐震偽造問題」、
最近では長距離観光バスや長距離運送トラック事故の多発、北海道の遊覧船の事故など、いずれもそれまで国が管理点検し
ていたものを民間に任せられたり、報告が簡略化されたことで起こった事件だと思います。）こう言った事実を基に規制緩
和することのメリットとなることとデメリットを出し合い、規制緩和の是非を検討したり、何に注意しないといけないのか
を考えさせてもよいかと思いました。私自身も、この単元を授業をする際どうすればよいのかを考える良いきっかけとなり
ました。ありがとうございました。
とても良い授業でした。私が中学生の頃にこんな授業を受けていたらもっと楽しく学べただろうと思います。今後も生徒
が前向きになるような授業を展開下さい。次のチャレンジも期待しています。
学習活動が対話的な内容だったので、ICTにより”意欲を高める”と

いう部分は薄くなってしまうところだったと思いますが、アプトプット
・インプットによる対話活動で、技能・表現・思考が育成できていると
感じました。とても参考になりました。ありがとうございました。
付箋を色わけし、児童の考えを共有しながら意見を言う活動が参考に
なりました。
準備，実施，評価お疲れさまでした。議論をリードする生徒の必要性
を痛感しました。先生の日頃のご指導の賜物だと感じました。また，今
まで当たり前だと思っていた，行政と規制緩和の間に3段階ほど隔たり
があり，自分が説明不足であることに気付きました。大変参考になりま
した。ありがとうございました。

（回答されたアンケートをそのまま掲載しております。）


	スライド番号 1
	スライド番号 2

